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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
用紙走行装置にて走行される用紙上に、ＣＵＥ信号に基づいて１ページ毎にプリントヘッ
ドにて繰り返し印字するようにしたインクジェット印字方法において、
用紙の走行に同期して作用するエンコーダあるいはチェンジギヤ式カムの一方にて用紙の
走行信号を取り、この走行信号から１ページ毎の仮想ページＣＵＥ信号を出力し、この仮
想ＣＵＥ信号に従ってＣＵＥ信号を出力して印字を行い、上記仮想ページＣＵＥ信号は印
字の停止あるいは中断後にも継続して出力し、印字の再スタート時にはこの仮想ページＣ
ＵＥ信号に従って印字を行うようにしたことを特徴とするインクジェット印字方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、白紙の輪転用紙にインクジェットシステムにて印字を行うインクジェット印字
方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット印字方法にて用紙に印字を行う場合、用紙上に設けたマークをインクジェ
ット印字装置のセンサにて読み取り、このマーク読み取り信号に基づいてプリントヘッド
にてインクジェット印字するようにしているのが一般的であった。
【０００３】
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しかしながら上記従来の技術では、インクジェット印字を行おうとする用紙には予め印字
用のマークを別の印刷工程にて印刷しておかなければならないため、１つ余分な工程が必
要となるという問題がある。
【０００４】
これに対し、白紙の用紙にインクジェット印字を行う手段として、輪転用紙の走行に従っ
て基準となるＣＵＥ信号（印字開始信号）をプリントヘッドに与え、このＣＵＥ信号に基
づいて印字を行うようにした印字方法がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
用紙の走行に従って基準のＣＵＥ信号を出力し、これに基づいてプリントヘッドにて印字
する従来の印字方法では、ＣＵＥ信号の発生制御において、用紙走行量を基に設定された
任意のＣＵＥ信号を作成しているが、１度印字処理を停止、または中断した場合、用紙走
行に対してページ長単位でのＣＵＥ信号発生制御は行われていない。
【０００６】
このため、１度中断してから印字を再スタートさせると、インライン加工であってもカッ
タ、横ミシン装置、折り装置等の加工側とのタイミングのずれが生じてしまうという問題
がある。
【０００７】
本発明は上記のことにかんがみなされたもので、インクジェットの印字を停止、または中
断した状態から印字を再スタートしたときに、この再スタートした印字が、輪転用紙の走
行に対してページ長の整数倍の余白発生後に再び行われるようにして再開された印字が加
工側とのタイミングのずれをなくした間隔で行われるようにしたインクジェット印字方法
を提供することを目的とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明に係るインクジェット印字方法は、用紙走行装置にて
走行される用紙上に、ＣＵＥ信号に基づいて１ページ毎にプリントヘッドにて繰り返し印
字するようにしたインクジェット印字方法において、用紙の走行に同期して作用するエン
コーダあるいはチェンジギヤ式カムの一方にて用紙の走行信号を取り、この走行信号から
１ページ毎の仮想ページＣＵＥ信号を出力し、この仮想ＣＵＥ信号に従ってＣＵＥ信号を
出力して印字を行い、上記仮想ページＣＵＥ信号は印字の停止あるいは中断後にも継続し
て出力し、印字の再スタート時にはこの仮想ページＣＵＥ信号に従って印字を行うように
した。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図中１はインクジェット印字機、２はカ
ッタ装置であり、インクジェット印字機１のプリントヘッド３にて用紙４に所定の天地寸
法のページ毎に所定の印字が行われ、カッタ装置２では上記天地寸法のページ毎に切断さ
れるようになっている。
【００１０】
インクジェット印字機１には原動機にて駆動される用紙走行装置５を備えており、この用
紙走行装置５の回転がエンコーダ６にて検出されるようになっている。エンコーダ６はパ
ルス信号（ＴＡＣＨ信号）と、このパルス信号の整数倍のパルス信号（Ｚ相）が出力され
るものである。
【００１１】
インクジェット印字機１には仮想ページ長管理制御装置７が設けてある。この仮想ページ
長管理制御装置７は上記エンコーダ６からのＴＡＣＨ信号とＺ相信号を受けて、所定の天
地寸法毎に仮想ページＣＵＥ信号を出力するようになっている。このＣＵＥ信号はオペレ
ータによる印字開始信号の入力により起動され、１度ＣＵＥ信号が出力された以降は、オ
ペレータの印字装置の操作により、印字停止、印字再スタートとは関係なく、常にエンコ
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ーダ６からのＴＡＣＨ信号を受けて内部回路で上記仮想ページＣＵＥ信号が発生されるよ
うになっている。
【００１２】
また、上記仮想ページ長管理制御装置７は上記したように、インクジェット印字機１の用
紙送り装置５の駆動中にあっては、印字のＯＮ，ＯＦＦに関係なく仮想ＣＵＥ信号が出力
されるが、印字停止操作に伴って用紙送り装置５も停止した場合には、この仮想ページＣ
ＵＥ信号の出力も停止される。しかし、この仮想ページ長管理制御装置７では、用紙送り
停止時における仮想ページＣＵＥ信号間のＴＡＣＨ信号を記憶しており、再スタートした
ときにこの記憶されたＴＡＣＨ信号により、仮想ページＣＵＥ信号間隔は印字が連続して
行われる部分と同じになるようになっている。
【００１３】
次に、用紙送り装置５が連続運転している場合で印字を途中で停止したときの実施例を示
す。
【００１４】
図２において、ａはエンコーダ６からのＺ相信号で、このＺ相信号の間隔はエンコーダ６
の固有のもので、等間隔に出力される。ｂはオペレータによる印字操作スイッチのＯＮ／
ＯＦＦ操作信号である。ｃは仮想ページＣＵＥ信号、ｄはインクジェット印字機１におけ
るＣＵＥ信号である。
【００１５】
オペレータにより印字操作スイッチをＯＮにすると、この印字操作信号ｂとＺ相信号ａの
双方が入力したことにより、仮想ページ長管理制御装置７がカウントを開始し、所定の天
地寸法、例えば１２インチ毎に仮想ページＣＵＥ信号ｃを出力する。インクジェット印字
機１ではこの仮想ページＣＵＥ信号ｃを受信し、プリントヘッド３にてこの仮想ページＣ
ＵＥ信号ｃの入力間隔で印字が行われる。
【００１６】
この印字途中で印字操作スイッチをＯＦＦにしても、仮想ページＣＵＥ信号ｃは等間隔で
連続して出力を行うが、上記印字操作スイッチがＯＦＦになっている間のＣＵＥ信号ｄ′
は出力されない。従ってこの間にわたって印字はされない。
【００１７】
この状態から再び印字操作スイッチをＯＮにすると、このＯＮ信号ｂの入力後の最初の仮
想ページＣＵＥ信号ｃの信号によりＣＵＥ信号ｄの出力が再開されて印字が再開される。
【００１８】
従ってインクジェット印字の途中で、これをＯＦＦとしたときに、ＯＦＦ直前のＣＵＥ信
号とＯＮ直後の最初のＣＵＥ信号による用紙の印字間隔（空白の間隔）は仮想ページＣＵ
Ｅ信号にて制御されて１ページの天地寸法の整数倍となる。
【００１９】
次に、印字操作スイッチをＯＮ，ＯＦＦすると共に、インクジェット印字機１の用紙走行
装置５をこれと連動してＯＮ，ＯＦＦするようにした場合の実施例を示す。
【００２０】
図３において、印字操作スイッチを用紙の走行途中で、例えばある仮想ページＣＵＥ信号
ｃからＬ１の位置でＯＦＦにすると、これと同時に用紙走行装置５も停止してＺ相信号も
ＯＦＦとなる。従って仮想ページＣＵＥ信号ｃもＯＦＦとなる。しかし、このとき、仮想
ページ長管理制御装置７では、ＯＦＦになるまでのＴＡＣＨ信号が積算されており、その
レベルｈで停止する。そして印字操作スイッチを再度ＯＮにすると、これと同時に用紙走
行装置５が作動し、エンコーダ６が作動してＴＡＣＨ信号を出力するから、仮想ページＣ
ＵＥ信号ｃが出力される。
【００２１】
このとき仮想ページＣＵＥ信号ｃはレベルｈになっているので、次の仮想ページＣＵＥ信
号ｃはＬ－Ｌ１のタイミングで出力される。
【００２２】
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従って停止する直前の仮想ページＣＵＥ信号から再スタート後の最初の仮想ページＣＵＥ
信号の間隔は他の間隔Ｌと同じになる。このことから、印字再スタート後の用紙の印字間
隔は停止前と同じになる。
【００２３】
上記実施の形態ではエンコーダ６のＺ相信号を仮想ページ長管理制御装置７に入力するよ
うにした例を示したが、このＺ相信号に替えて、用紙走行装置５にインクジェット印字ペ
ージ長の１周期カムを設け、この１周期カムをセンサで取り込み、これのタイミングで仮
想ページＣＵＥ信号を出力するようにしてもよい。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、予め印字用マークを別工程にて印刷しない白紙の用紙への印字において
、走行する用紙に対して印字を停止、あるいは中断してからこの印字を再スタートさせた
ときに、この印字の停止、中断により繰り出される無印字部分の天地方向長さは仮想ＣＵ
Ｅ信号の出力間隔と同じになり、印字の停止、中断後に印字を再スタートしたときの印字
間隔のタイミングのズレがなくなり、印字した用紙を用紙の走行方向下流にて行われる１
ページ毎の切断処理における損紙をなくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】カッタ装置を備えたインクジェット印字機を示す概略的な構成説明図である。
【図２】印字操作スイッチのＯＮ，ＯＦＦ操作による各信号のタイミングを示す図である
。
【図３】印字操作スイッチのＯＮ，ＯＦＦ操作による各信号のタイミングを示す図である
。
【符号の説明】
１…インクジェット印字機、２…カッタ装置、３…プリントヘッド、４…用紙、５…用紙
走行装置、６…エンコーダ、７…仮想ページ長管理制御装置。
【図１】 【図２】
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